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要旨 : 

LNG 貯蔵タンクに使用される太径異形棒鋼 D51 を対象とし，実物大の低温引張試験と低

温低サイクル疲労試験を行って強度特性を調査した。供試材には，JIS G 3112 SD35 の仕

様で製造された一般工程品であるリバーコン D51 を用い，常温～－160℃の範囲で実験を

行った結果，以下のように十分実用に供しうるとの結論が得られた。(1) 静的引張試験にお

ける D51の母材とスクイズジョイント継手の降伏点は，－100℃において常温の約 1.4倍，

－160℃で 1.7 倍を有する。(2) 疲労試験における－100℃の時間強度は，5.84×10**3 回で

59.8kgf/mm2, 18.7×10**3 回で
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